
 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和７年度 苫前町立苫前中学校 校訓 主体的に学び 自他を尊重する１５歳 

学校教育目標（目指す生徒の姿） 

【学び】好奇心をもち、主体的に学び続ける生徒 

【安心】互いを認め、自分を大切にし他者を大切にする生徒 

令和７年 11 月 21 日発行 

  

校長 佐藤美智子 

 いよいよ本格的な冬の到来となりました。また、感染症も猛威を振るっております。保護者、地域の皆様、ど

うぞご自愛ください。  

 さて、学校では2学期の後半になり、生徒だけでなく教職員も学びに向かう時期を迎えています。管内の各小

中学校実践発表会、教科を中心とした研究団体主催のセミナー、さらには全道大会や全国大会も行われ、本校の

教職員は積極的に参加し授業技術向上に向けて研鑽に努めています。最近では、オンラインでの研修も盛んに行

われ、現地に赴かなくても職場や自宅にいながら学びを深められる、幸せな時代になりました。  

 先週は、本校の「総合的な学習の時間」の取組を町内の先生方にご覧いただき、ご意見をいただく機会があり

ました。子どもたちはテーマに沿って探究的な学びを進め、発表では参加者と対話を重ねる姿が見られました。

これらの授業の成果と課題を、私たちの次の指導へとつなげているところです。11月29日（土）に行われる合

同発表会では、今回の発表をさらにレベルアップしてお伝えできると思います。ぜひ、ご参加ください。 

 また、私たちの研修は教科指導だけではなく、生徒指導や危機管理など多岐にわたっています。こちらも先週

になりますが、北海道医療大学心理科学部長をお迎えし、子どもたちへのコミュニケーションの授業と、教職員

を対象にした子ども理解に関する講演会が開かれました。授業では「相手の気持ちも自分の気持ちも大切にする

アサーション型の会話をしよう」と子どもたちにアドバイスしてくださいました。また、教職員への講演会で

は、最新のデータを用いた専門的な視点からのお話をいただき、多くの学びを得ることができました。 

 さらに、12月に行われる「ふるさと教育セミナー・ＰＴＡ連合会研究大会」では、北海道教育委員会エリアチ

ーフスクールソーシャルワーカー 田村千波様をお迎えし「どうして子どもは『分かってる！』っていうの？」

と題してご講演をいただきます。田村様は昨年度、留萌管内小中学校長会や苫前町教育研究協議会でもご講演を

いただいています。とても気さくな語り口で、子どもたちの心の動きを分かりやすくお話ししてくださると思い

ます。多感な思春期を迎える中学生の心を、保護者・地域の皆様と共に学ぶことができればと願っております。

ぜひ、ご参加ください。 

 人生100年時代を迎え、中学校や高校、大学で学んだことをそのまま何十年も使い続けることはできません…

これは、以前参加したセミナーで心に残った言葉です。学びが必要なのは子どもたちだけではなく、大人の私た

ちも同じです。学び続ける姿勢こそが、子どもたちにとって最良の教育環境をつくり、未来を切り拓く力になる

のだと思います。 

 寒さ厳しい季節となりますが、子どもたちと共に歩み、地域の皆様と共に学び合いながら、温かな学校づくり

を進めてまいります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

最後の部分を「学び続ける姿勢が未来を切り拓く」というメッセージにまとめ 
                         

１ 日 時 12月４日（木）１８：３０～２０：００ 

２ 場 所 苫前町公民会 

３ 講演会 講師 北海道教育委員会エリアチーフＳＳＷ 田村 千波 氏  

  演 題 「どうして子どもは『分かってる！』っていうの？」 

※ 参加料は無料です。 

苫前町ＰＴＡ連合会研究大会 

冬の学びは心を温める～子どもも、大人も、学び続けよう 

こちらから申し込

みができます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラー（ＳＣ）浅野 有香さん 

２日（火）１４：００～１６：３０ 

 ※浅野さんの次回の来校は、３月になります。 

スクールソーシャルワーカー（SSW）小野尚志さん 

  ９日（火）１３：３０～１６：００ 

■保護者の相談も受け付けます。希望する方は担

任または担当・小野寺までご連絡ください。 

 

12月のスクールカウンセリング 

 

 

 

２日（火）常任委員会 

３日（水）生徒協議会 

５日（金）全校朝会 

６日（日）ＰＴＡレクリエーション 

８日（月）苫カフェ 

  ９日（火）保護者面談～17日（水） 

１８日（木）職員会議 

２３日（火）球技大会 

２５日（木）２学期終業式 

全校生徒による 

総合的な学習の時間 

■令和７年度 本の帯作りコンテスト  

佳 作  明石 蒼平 

■牛やミルクのある風景画コンクール 

           入 選  丹羽 菜月 

■留萌地区中学新人バレーボール大会  ２位 

■留萌地区藤田杯バレーボール大会   ３位 

 

 

 

 

苫前中学校では、令和７年度北海道実践的安全

教育モデル構築事業の指定を受け、防災教育に力

を入れています。これまでに、各学期に地震発生

を想定した避難訓練、シェイクアウト訓練を行い、

生徒が自分の身を自分で守る知識、判断力、行動

力の育成に努めていきました。 

１１月２０日（木）には１日防災学校として、

地震を想定した避難訓練、引き渡しシュミレーシ

ョンを行い、より実践的な訓練を行いました。保

護者の皆様にもご協力いただき、より緊張感のあ

る訓練を行うことができました。ありがとうござ

いました。また、マイタイムラインの発表、防災

小説の取組、備蓄倉庫見学、段ボールベッド作成

など様々な体験を通して、防災への意識を高める

ことができました。  

初めての試みで課題もあり 

ましたが、全ての教職員が 

子どもたちの命を守れるよ 

う体制を整えてまいります。 

 

１日防災学校＆引き渡しｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ 

ご協力ありがとうございました 

 １１月１４日（金）に行われた全校総合的な学習の

時間では、苫中生徒だけでなく、苫前小学校、古丹別

小学校の先生方との対話から、自分たちの考えをさら

に深めていきました。 

各種大会の記録 

保護者の皆様へ 

ＰＴＡレクリエーションのお知らせ 
１ 日時 １２月６日（土）１４：００～１５：３０ 

２ 会場 苫前中学校体育館 

３ 内容 ボッチャ 

※お子さんも参加できますので、参加確認書に必要事

項を記入してください。 

※締め切りは２６日（火）です。 

■ボッチャは、ジャックボールといわれる白いボール

に、赤・青のそれぞれ６球ずつのボールを近づけて

競います。「地上のカーリング」と呼ばれていま

す。 


